
こんにちは！小池絵未です。
今回は、国連開発業務調整事
務所（UNDOCO）の工藤香奈さ
ん（くどう・かな）さんを訪ねまし
た。

◆今回訪問した国際機関

国連開発業務
調整事務所
UNDOCO

開発を行っている、32の国
連機関で構成された「国連
開発グループ」の事務局と
して、国連機関間の調整を
進め、グループのメンバー
に技術・政策のサポートを
提供しています。
国・地域レベルでは、現在
130カ国で活動する、その国
の国連機関で形成された国
連カントリーチームと、その
代表である国連常駐調整官
（RC）事務所と協力しながら、
各国で国連システムが一体
となって、持続可能な開発
目標（SDG）の達成を目指
せるよう、Delivering As One
というイニシアティブを進め
ています。

◆お話を聞いた方

くどう かな

工藤 香奈さん

国連開発業務調整事務所
（UNDOCO）
政策分析官
（※）本年1月取材時点。
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➊いつ頃、国際機関で働こう
と思いましたか？

高校卒業直前の政治・経
済の授業で貿易ゲームをクラ
スのみんなで行いました。

貿易ゲームは、世界の経済
状況を実感するゲームなんで
すが、紙と鉛筆、はさみやコン
パス等があれば出来るゲーム
です。

私は資源もなくお金もない国
にたまたま入ったんです。この
ゲームをやっている３０分とい
う短い時間で、こういう世界で
暮らしている人達もいるんだと
思い、とても衝撃的でした。

こういう人たちのために何か
できたらいいなと感じ、国際開
発をやってみたいと思いまし
た。

また、高校在学中に、フィリ
ピンのマニラに３週間短期留
学していて、大変な生活をして
いる人を目の前で見て、「何か
自分ができることがないか
な？」と思いました。

その後に、青年海外協力隊
（JOCV）でザンビアに行って、
州政府の中で働いていたので、
ポリシーレベルや国レベルで
影響を与えられるのは国連し
かないと思い、国連で働くこと
を強く思い始めました。



➌国際機関に入る前はどのよう
なお仕事をしてきたのですか？

米国の大学を卒業した後に、
ウィスコンシン州で地理情報シ
ステムのアシスタントの仕事を１
年間して、日本に戻り、都市計
画コンサルタント会社に入りまし
た。

同時進行で青年海外協力隊
（JOCV）を受けて合格したので、
ザンビアで都市計画で働くこと
になりました。

ザンビアの州政府で２年間ル
サカ州のマスタープランなどを
作ったり、スラムの問題や住宅
を改善する仕事に着手して、
フィールドの経験を積みました。
地理情報システムを使った空間
分析の方法をザンビア人同僚に
教えたりもしました。

その後、米国の大学院に戻り
ました。UCLAの大学院に通って
いる間も、大学院の中でリサー
チアシスタントや大学院の地理
情報システムの授業でティーチ
ングアシスタントをして働き、授
業料を下げてもらったりしました。

大学院を卒業後の2015年の
10月頃に日本のJICAの仕事をし
ている開発コンサルティング会
社オリエンタルコンサルタンツグ
ローバルの都市地域開発部に
入って、ネパールの地震からの
復旧・復興のプロジェクトを手伝
いました。

➍どのような方法で国際機関
に入りましたか？

大学院卒業後に日本のオリ
エンタルコンサルタンツグロー
バルの都市開発部に入って仕
事をしている時に、JPOを受け
ていました。

２〜３ヶ月待ち、全然連絡が
ないなと思っていたら、パッと
決まりました。

ちょうど開発コンサルでの仕
事が面白くなってきていた時で
したが、ずっと国連で働きたい
なという希望があったので、
チャンスを掴もうと思い、決め
ました。

➋どのような学歴をお持ちで
すか？

日本で高校２年生の時にマ
ニラに留学しました。

その後、日本の大学に入学
して外国語学部でフィリピン
語を勉強しました。

開発途上国の言葉がわか
ればという思いで入学したの
ですが、実際には言語だけ
じゃなくて何かスキルがない
と国際開発はできないと感じ、
大学の途中で米国の大学
（ウィスコンシン大学オシュコ
シュ校）に転学しました。

そこで都市開発と地理情報
システムと国際研究の３つの
専攻を同時に勉強しました。

卒業後、大学院に進学する
前に日本と米国とザンビアで
働きました。

そして、米国のUCLAで都市
地域計画を勉強するために、
大学院に進学しました。

➎今の仕事について詳しく教
えてください！

現在、国連開発調整事務所
（UNDOCO）で働いています。

UNDOCOは国連開発グルー
プ（UNDG）の事務局として、
UNDGに所属する開発を行って
いる３２の国連機関を調整して
支えており、また、各国の国連
機関が構成するUNカントリー
チームやその国における国連
システム全体の開発活動の常
駐調整官（Resident 
Coordinator）のオフィス（RCオ
フィス）と協力しています。



今度は、一つの国をじっくり
見てみたいなと思い、ヨルダ
ンに行きたいと希望していま
す。

ヨルダンは、シリアの隣に
あるのですが、中東地域で
一番安全な場所の一つでも
あるので、難民が沢山入って
きています。

その難民達が定住するた
めに何が必要だとか、受け
入れ側の問題とかそういった
社会的結束を促進するプロ
ジェクトをお手伝いしたいで
す。

フィールドを見て勉強した
後に、いずれまた国連本部
に戻って来たいと思っていま
す。

2015年に、2030年までに達
成しないといけない「持続可能
な開発目標（SDGs）」が出来た
ので、各国でその目標が達成
できるよう、国連システム全体
の開発を本部で調整すること
によって、世界でのSDGsの達
成をサポートしています。

私はその中で、リーダーシッ
プ・デベロップメントと、イノベー
ションのチームに入っています。

イノベーションのチームでは、
今までやってきた開発方法を
同じ様に進めるだけではなく、
何か別な、新しい方法でSDGs
の達成を目指そうという考えの
もと仕事を進めています。

例えば、開発計画を決める際、
国勢調査のデータを基本とす
ることが多いのですが、10年に
一度のデータだけでは最新の
情報がわからなかったり、国民
がその国の政府に対してどう
いった要望をもっているのかが
きちんとわからず、もしかしたら
今までうまくアプローチできて
いなかったから「人々の望む開
発」が進められてこなかったの
かもしれません。

そこでRCオフィスと協力して、
スマホ等を使いより多くの人に
アンケートに答えてもらったり、
ビッグデータを利用して、よりそ
の国・街・村にあった開発手法
が取れるよう試行・検討したりし
ています。

今までなかった新しい方法や
政策を使って、これからの開発
問題を解消していこうと本部か
ら取り組みを推奨しているのが、
イノベーションのチームで、それ
らのお手伝いをしています。

➏今後のキャリアについてどの
ようにお考えですか?

国連開発グループ本部での２
年間の経験を通して、国連シス
テム全体が国連フィールドオ
フィスと各国でのSDGs達成のた
めに尽力しており、本部でも沢
山できることがあると思いました
が、やはり国連の開発分野で
働く醍醐味でもあるフィールドオ
フィスで働きたいと考えていま
す。



外務省 国際機関人事センター

jinji-center@mofa.go.jp / 03-5501-8238

http://www.mofa-irc.go.jp

https://www.facebook.com/MOFA.jinji.center

外務省 国際機関人事センター

jinji-center@mofa.go.jp / 03-5501-8238

http://www.mofa-irc.go.jp

https://www.facebook.com/MOFA.jinji.center
4

小池絵未（Emi Koike）

1983年11月7日生まれ。東京都
渋谷区出身。

高校から競技チアを開始し、3
年連続で日本選手権大会第3位。
米国ウェスタン・ケンタッキー大

学に進学。大学のチアダンス

チームに所属し、2005年全米大
学チア・アンド・ダンス選手権で

優勝。

その後、NHLナッシュビル・プレ
デターズ、アトランタ・ホークス、

NHLアトランタ・スラッシャーズの
ダンスチームのメンバーとして活

躍。2011年からはNFLのチア
リーダーとしてニューヨーク・

ジェッツで活躍。

NFL、NBA、NHLの米国3大ス
ポーツリーグでチアリーダーに選

出されるのは、日本人としては史

上初。2013年チアリーダーを引
退し、日本テレビ NFL倶楽部の
現地リポーターとして活動中。

ニューヨーク在住現地スポーツリ

ポーターとして、NFLだけでなく、
NBA、MLBの取材にも携わって
いる。
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➑今回の取材を振り返って。感
じたこと。

工藤さんの今までの経験など
を色々聞いて、普段あまりじっく
り考えたことのない都市問題に
ついて学ばせてもらいました。

“人がどこかに住んでいる以上、
人口が増えているので、都市化
が進んでいる。ニューヨークも東
京も。問題が起こっていて、うま
く対応ができていればいいけど、
今は対応ができていない。

住宅の問題、教育の問題、食
料の問題、すべてに繋がってい
る。これから先、都市問題は切
り離せない問題だと思う。

環境問題や難民問題に比べ、
国連開発グループ全体で都市
問題はまだあまり大きくは語ら
れていないように感じるので、
もっと語られるようになればいい
なと思う。”

という工藤さんのお話しを聞い
て、私も多くのことを考えさせら
れました。

こういった問題を実際に自分
の手で改善することに貢献され
ていることは素晴らしいことだと
思います。

➐国際機関を目指している方
にメッセージをお願いします！

国連はいろんな事ができます
し、多くの多様な方々にも会え
るので、とても楽しい場所です。

少しでも国際開発をやってみ
たいならば、是非目指して欲し
いです。

ただ、国連の醍醐味は様々
なバックグラウンドを各自持っ
ているから面白いのだと思うの
で、ここに来る前に、私もJOCV
をやったように、本当に多くの
経験をまず積んでから目指し
て欲しいと思います。

日本の企業で働くのでもいい
し、全く同じバックグラウンドの
人がいないので、全てのことが
経験だと思います。

http://www.mofa-irc.go.jp/
https://www.facebook.com/MOFA.jinji.center

